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無形文化遺産にさらなる魅力的な輝きを 

 

 

無形文化遺産の華やかな姿と注目を集めるイベントの一つひとつは、技術や

職人の技の美を再認識させ、伝統や生活の美を再発見させるだけでなく、中国

の文化的な脈絡を感じ取り、文化の自信を高めるプロセスでもある。 

「無形文化遺産クラウドツアー・映像展」では、新鮮な「遊び方」によって

中国の無形文化遺産の美しさを解き明かし、中国伝統工芸招待展「百年の芸術、

世代から世代へ」では、観客は無形文化遺産の魅力を間近に体験でき、7,000

以上の無形文化遺産ショップと 60,000 以上の無形文化遺産製品が、オンライ

ンおよび現場の販売活動に参加している。…先頃、「みんなで共有する無形文

化遺産」をテーマに、こうしたさまざまな無形文化遺産の展示・体験活動が次々

と開催され、より身近なものとなりつつある。 

近年では、ホジェン族のイマカンのストーリーテリングから古典民族叙事詩

「ゲザル」のラップまで、西湖の緑茶製造工程からチャオ刺繍、チャオ磁器、

テオシューオペラ、工夫茶まで、海南黎錦から青海チベット高原のチベット絨

毯の織物まで…これらの豊かでカラフルな無形文化遺産は現代生活と融合し、

文化観光消費の「新しいもの」となり、大衆に歓迎される「トレンド」となっ

ている。独創的で創意工夫のある作品は何度も聴衆を驚かせ、世代から世代へ

と受け継がれてきた古代の技は幅広い市場を勝ち取り、シンプルで豊かな民俗

祭は人々の心に郷愁を残している。無形文化遺産は、中国文化の奥深さと歴史

や伝統の長さを示しており、さらにイノベーションにより強い生命力が触発さ

れている。 

無形文化遺産は、中国の優れた伝統文化の重要な一部であり、中国の各民族

の人々にとって貴重な精神的宝物である。5000 年以上にわたる中国文明の歴

史を反映しており、計画的に保護、継承、発展させていく必要がある。先頃、

第 5 次国家級無形文化遺産の代表的項目リストが発表され、歴史的、文学的、

芸術的、科学的に価値の高い無形文化遺産が数多く保護対象に含まれている。

これまで、国家級無形文化遺産の代表的なものは 1,557件に達している。我が
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国は、すでに中国の特色ある国家、省、市、県レベルの無形文化遺産制度を確

立し、計 10 万件以上の無形文化遺産の代表的なアイテムを登録している。こ

れは、無形文化遺産プロジェクトの代表的な項目リストシステムの構築だけで

なく、中国文明と世界の他の文明との交流や対話のための重要な資料でもある。 

習近平総書記は「無形文化遺産がより魅力的な輝きを放つよう、それらの保

護・継承を強化し、伝承人を積極的に育てていかなければならない」と強調し

ている。無形文化遺産は決して孤高を気取る「古いもの」や華麗だが中身のな

い「看板」でもない。むしろ、先祖代々残してきた知恵の結晶であり、生命力

のある「生きた化石」であり、実生活の中で目に見え、親近感を持ち、参加可

能なものである。無形文化遺産の華やかな姿と注目を集めるイベントの一つひ

とつは、技術や職人の技の美を再認識させ、伝統や生活の美を再発見させるだ

けでなく、中国の文化的な脈絡を感じ取り、文化の自信を高めるプロセスでも

ある。 

無形文化遺産の「活（活性化）」と「火（活発化）」は、伝統文化の創造的変

容と革新的発展の促進を鮮明に映し出すものである。「キャンパスに入る無形

文化遺産」、「景勝地に入る無形文化遺産」、「文化遺産ショッピングフェスティ

バル」などの活動が盛んに行われ、文旅部（中国文化・観光省）が国家級貧困

県で設置した無形文化遺産貧困緩和雇用工房は、人々の収入と財産を増やすた

めの「黄金の鍵（ベストソリューション）」となった。場所によっては、村の

規則に無形文化遺産の保護が明記され、田舎の活性化に役立っている。…野原

や小道から無形文化遺産が次々と「出てきて」おり、継承と発展の活力は人々

が見て、理解し、愛することにある。これらのことは、無形文化遺産が「人を

見、物を見、生活を見る」ことで、経済と社会の発展をより良く促進し、人々

の幸福に貢献するということを我々に示唆してくれる。 

民族の復興には、大きな物質的な力と、大きな精神的な力が必要である。 先

般、文旅部（中国文化・観光省）は「第 14次 5 ヵ年無形文化遺産保護計画」

を発表し、無形文化遺産の調査・記録・研究の強化、無形遺産プロジェクトの

保護などの 6つの主要課題を明確に打ち出した。より多くの明るい真珠が前途

を照らし、何億人もの中国人の心の奥底にある自信を、より深く、より永続的
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な強さへと変えれば、中華民族の偉大なる復興の歩みはさらに勢いを増すこと

であろう。 

 


